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GoogleAppsScriptから
Googleスプレッドシートへ
データの書き込み・読み込み
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概要

▪ 今回はGoogleAppsScriptから任意のシートに対してデータ書き込み・読み込みを行います
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対象のGoogleスプレッドシート内の

Sheet名称：データ書き込み
に対してデータの書き込みを行う。

Sheet名称：データ読み込み
に対してデータの読み込みを行う。

GoogleAppsScriptからGoogleスプレッドシートへデータの書き込み・読み込み
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Googleスプレッドシート の準備

▪ まずはgoogleスプレッドシートを作成します。
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シートID
GoogleAppsScriptにて
スプレッドシートを指定する際
[シートID]を使います。

GoogleAppsScriptからGoogleスプレッドシートへデータの書き込み・読み込み
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▪ 対象のgoogleスプレッドシートに、以下2つのシートを作成します。
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データ書き込み

▪ [データ書き込み]シートにデータを書き込むプログラムを作成します。
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// データ書き込みにデータを書き込む
function appendDataToLastRow() {

// スプレッドシートを開く
const sheet = SpreadsheetApp.openById([sheet_ID]).getSheetByName('データ書き込み');

// 書き込むデータの変数作成
const timestamp = new Date();
const temp = 30; // サンプル温度
const humi = 60; // サンプル湿度

//シートの最終行にデータを書き込む
sheet.appendRow([timestamp, temp, humi]);

};

[sheet_ID]の部分にはシート作成時に確認した
シートIDを記載します。

書き込むデータは以下の3つになります。
timestamp : [現在の日付] 
Temp : 30
humi : 60

これらのデータが1行ずつ対象データの
最終行の下に書き込まれます。

GoogleAppsScriptからGoogleスプレッドシートへデータの書き込み・読み込み
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データ書き込み

▪ 対象のプログラムを実行して、データが書き込まれるのを確認します。
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[実行]でプログラムを動作させます。

プログラムを実行するたびに
データが追加されます
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データ読み込み

▪ [データ読み込み]シートからデータを読み込むプログラムを作成します。
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function getCellData() {
// スプレッドシートを開く
const sheet = SpreadsheetApp.openById(sheet_ID).getSheetByName('データ読み込み');

// A2セルとB2セルのデータを取得
const set_data_1 = sheet.getRange('A2').getValue();
const set_data_2 = sheet.getRange('B2').getValue();

// データをログに出力
Logger.log('set_data_1: ' + set_data_1);
Logger.log('set_data_2: ' + set_data_2);

};

[sheet_ID]の部分にはシート作成時に確認した
シートIDを記載します。

書き込むデータは以下の2つになります。
A2セル : set_data_1
B2セル : set_data_2

GoogleAppsScriptからGoogleスプレッドシートへデータの書き込み・読み込み
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データ読み込み

▪ 対象のプログラムを実行して、データが読み込まれるのを確認します。
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